
みんな、かがやく

幼稚園の取組



併設園のよさを生かし、平久小学校５年生と交流活動

を行っています。

年間を通して交流を積み重ねていくことで、幼児が小

学生に対する親しみや憧れの気持ちを抱いたり、相手か

ら自分のことを大切にされる喜びを感じたりすることで、

自分も人も大切にしようとする思いやりの気持ちを育む

ことを目的として、小学校の教員と連携を図りながら実践

しています。

絵本の読み聞かせや触れ合い遊び・ダンスなどを行い、

互いに心を通わせ、笑顔がかがやく温かく優しい時間を共

有しています。

平久幼稚園

園児と5年生との交流

取組内容

☑ 園児と５年生がコミュニケーションをとりながら

交流を楽しめるようにする。

☑ 回を重ねるごとに親しくなり、小学校の休み時間に

５年生が幼稚園に遊びに来るなど、こどもたちが

主体的に交流する姿が日常的に見られるようにな

り、関係性が深まっている。

取組のPOINT

取組の様子

「お兄さん・お姉さん

大好き！！」

「また、一緒に遊ぼうね」

写真

写真

写真



令和２年度から始まった３歳児保育。今年度は本園初

の３学年みんなでの運動会！ それぞれの学年が、実態

に応じて、内容や取組方法を工夫し、一人一人がかがや

く運動会になりました。

隣接する南陽小学校の校庭で、3歳児年少組は、みん

なで一緒に踊ったり、かけっこしたりすることを楽しみま

した。４歳児年中組は、伸び伸びと体を動かして楽しみ、

５歳児年長児の取組に刺激を受け、事後も模倣して踊っ

たり、リレーをしたりして遊びました。５歳児年長組は、自

分たちで会を進めよう、と、競技以外でも自己有用感や

自己肯定感を育みました。事後の活動では、年少・年中

児との関わりに積極的に取組み、年下の子を思いやる優

しい気持ちが育まれました。

南陽幼稚園

初！3学年みんなの運動会

取組内容

☑ みんなで取り組み、みんなが楽しむ運動会。

☑ 一人一人が自分の力を思いきり発揮する。

☑ 日常の異学年の関わりから、行事を通して更

に「やさしい子」の実現。

取組のPOINT

事後の活動より

「年長組さん

かっこいい！」

取組の様子



年長組は、よく木に登ってアオムシを見付け、チョウにな

るまでの世話を何度も繰り返しています。10月頃、Ａ児が、

同じ緑色でも形や動きが違うアオムシを発見。見付けるた

びに名前を付け、飼育ケースに入れ、虫にとって快適な部

屋にしようと、これまでの経験から考えます。そして、少し

の変化にも喜び、「見て！」と園中に伝えるＡ児の姿は気付

きの輪を広げます。「このアオムシたちはどのように変化す

るのか」学級のみんなもわくわく楽しみになってきます。

ある日、サナギが「ガ」になっていました。「チョウ」ではあ

りませんが、変身した姿にこどもたちは大喜び。小さな虫

に好奇心をもちつつ、命を守ろうとするこどもたちの姿が、

温かい学級の雰囲気をつくっています。

つばめ幼稚園

みんなで感じ考える「多様なアオムシ」

取組内容

☑ 多様な生き物との出会いから、自然への愛着が感じら

れるように。一人一人の気付きや喜びを、学級の友達

と共有するための自然コミュニティの場を構成。

☑ なぜだろう！おもしろい！伝えたい！という、わく

わくするこどもたちの姿を引き出す応答的プロセス。

☑ 教師が自然への畏敬の念をもつ感性・感覚も環境。

取組のPOINT

取組の様子

自然との関わりを通して、

「みんなが つながる よ

うちえん」 となるように。





親子で歩くことの楽しさ、歩くことの大切さを感じ、体

を動かす心地よさを味わうとともに、主体的に体を動かす

きっかけになってほしいと願って取り組んだ活動です。

見付けたり、挑戦したりしてほしい内容をビンゴカード

のようにして、毎日首から下げ、歩いて登降園します。月1

回の「歩こうデー」は全員の親子が取り組めるようにしま

した。

10月には4・5歳が「辰巳の森緑道公園」まで歩いて遠足

に出掛けました。往復4.5㎞の道のりを、歌ったり、話した

りと、歩くことを楽しむ姿が見られました。帰園の際は、笑

顔の幼児、疲れたけれど、最後まで歩こうとする幼児など、

様々でしたが、全員が最後まで諦めず歩いていました。遠

い道のりを歩き切った経験が幼児の自信に繋がり、園で

の運動遊びにも喜んで参加する幼児が増えています。

豊洲幼稚園

親子で歩こう！
げんきもりもりカード

取組内容

〇登降園時に親子で歩くことを楽しめるよう、次のような環境や

機会の工夫を行った。

☑毎月内容の変わるカードの準備

☑スタンプやシールによって達成感や満足感をもてるようにする。

その結果、

・歩いて登園する親子や歩くことを楽しむ親子が増え、

保護者が歩くことのよさや大切さに改めて気付けた。

・往復4.5㎞の遠足も楽しく歩きました！

・体を動かす遊びに繰り返し取り組む幼児が多くなった。

取組のPOINT

取組の様子

辰巳の森公園まで

歩いて行きました！



少人数、単学級の園であるため、年中・年長の交流活動

を増やし、人との関わりが広がるようにしています。

○なかよしタイム

行事での集まりやゲームなどを年中・年長一緒に行う

時間を定期的につくっています。

○担任の交換

担任を交換し、絵本の読み聞かせやゲームなどを楽し

み、いろいろな人と関わる時間をもっています。

○遊びの中での交流

各学級で行う遊びに招待し合ったり、普段の遊び

の中でも一緒に遊べる環境をつくったりしています。

枝川幼稚園

年中・年長の交流

取組内容

☑ いろいろな先生や友達と一緒に活動することで、人

と関わる楽しさを感じられるようにする。

☑ 一緒に楽しい経験を積み重ねることで、親しみを感

じたり、「あこがれ」や「思いやり」の気持ちをもつよ

うになり、互いのしていることに関心をもったり、遊

びに誘ったりする姿が増えた。

取組のPOINT

取組の様子

いろいろな先生や友達と

つながることで、たくさ

んの笑顔が生まれました。

いろいろな先生
との関わり

なかよしタイム

遊びの中で一緒にリレー



特色ある教育活動として、併設の辰巳小学校との交流

活動を行っています。中でも５年生とは、年間を通じて

交流をすることで、小学生への憧れの気持ちや就学への

期待が高まるようにしています。

年間の計画として行っている、幼稚園の運動会前に走

り方を教えてもらう、絵本の読み聞かせをしてもらう、昼

休みに一緒に遊ぶ等の活動の他に、今年度は幼児の遊

びや生活の中から発生した活動に５年生に関わってもら

う機会も設けています。年長児のお店屋さんごっこでお

客さんになってもらったり、運動会のリズムを見に来て

もらったりして、５年生が楽しんでくれる様子を見て喜ぶ

姿が見られました。

辰巳幼稚園

５年生との交流

取組内容

☑ 年度当初に交流の時期や内容について小学校教員

と打ち合わせを行い、計画的に実施。

☑ 保育の状況に合わせて、臨機応変に交流できる機会

を設ける。

☑ 親しみの気持ちをもち、交流が深まるよう、基本的

に同じ相手とかかわりを積み重ねる。

取組のPOINT

取組の様子

５年生にお客さんになっ

てもらったことが嬉しく

て、大満足のこどもたち。



４月、年長すみれ組が、「どのような野菜を育てたい

か」について、学級全体で話し合いをもちました。こども

たちから出てきたのは、トマト、ナスなどの定番野菜のほ

か、トウモロコシ、ゴマ、落花生・・・など、２０種類を超え

る野菜でした。「これでは植える場所が足りない！」とい

う課題が生じましたが、「じゃあ、もっと畑をつくればい

いよ！」ということで、畑を増やすことから始めました。

ゴマや落花生の育ち方に驚き、様々な野菜を収穫する

度に会食でおいしくいただき、たくさん心を動かされる

体験をしました。トウモロコシはポップコーンにして、映

画を見ながら食べました！

地域の方にも、収穫した野菜をお届けに行きました。

ちどり幼稚園
畑をつくろう！ 野菜をつくろう！
食べよう！ おすそ分けもしよう！

取組内容

☑ こどもたちが「やりたい」と思ったことを尊重し、そ

の実現のために、保育者は仲間の一員としてバック

アップ。

☑ 「やればできる！」という実感を積み重ねることで、

自分自身への可能性を感じ、自己肯定感もUP！

取組のPOINT

取組の様子

「畑がもう一つできた！」

「ゴマまで、できた！」

「私たちって、すごい！」

畑の２倍化作戦

春菊の収穫 町会長さんに小松菜をお届け

たくさん
とれた
ゴマ



本園の近隣には東京国際交流館があり、毎年、留学生

のお子さんが本園に通っています。この特色を生かし、

外国で生まれたり生活したりしたことのある保護者や留

学生の方々にご協力いただき、ルーツのある国について

こどもたちに紹介していただく会がインターナショナル

デーです。

こどもたちは、紹介していただいた国のあいさつや食

べ物、日本との距離などの他に、現地のこどもたちが普

段楽しんでいる遊びを教えてもらうこともあります。

実際に挨拶をしたり体を動かして遊んだりする等の体

験を通して、その国に親しみを感じることができます。

ひばり幼稚園

インターナショナルデー

取組内容

☑ 異国の文化に興味や関心をもち、言葉や遊びに親し

む機会となる。

☑ 外国籍の幼児は、友達が自国の文化を学ぶ姿を見る

ことで、園生活に安心感をもつことができる。

☑ 互いの違いを肯定的に受け止められるようになる。

取組のPOINT

取組の様子

令和５年度は、インドネシ

ア・インド・中国の紹介を

していただきました。



6月初旬、 お家の人と一緒に幼稚園で遊ぶ日を設け

ました。 土曜日に開催することで、普段幼稚園に来られ

ない方に園での様子を見ていただいたり、一緒に活動し

ていただいたりしながら、幼稚園の教育内容を知ってい

ただく機会としました。

講師を招いた卓球教室、ボッチャコーナーやボールと

ミットを作って遊べるコーナーなどを設定し、好きな遊

びを親子で選び、楽しく過ごすことができました。

また、普段の遊びをお家の人に見てもらい、自分の頑

張っていることや楽しんでいることを褒めてもらうと、

とても嬉しそうな笑顔がたくさん見られました。

第一亀戸幼稚園

土曜開催！「一緒に遊ぼう参観日」

取組内容

☑ 事前にボッチャに取り組んでおき、ルールを保護者

に教えてあげることで、自信にもつながる。

☑ 参観日後も卓球やボッチャ、ボール遊びを自分たち

で繰り返し、わくわく度がUPする。

☑ 年数回の土曜保育で保護者に育ちを実感してもらう。

取組のPOINT

取組の様子

「卓球おもしろいね」「こ

うやって投げるんだよ」

「本物みたい、すごいね」



年長組４名の幼児が作った「みんなが楽しいハロウィン

おばけやしき」の実践です。

「怖いおばけやしき」を作るために必要な物を考えて、

２日間かけて準備をしました。おばけになって驚かす役

だけではなく、お客さんを案内する役、終わった人にお

土産を渡す役など、自分たちで役割分担し、遊びを進め

ていきました。参加した年中児が怖がり過ぎる様子に気

付くと仲間と相談し、翌日からはおばけが出すクイズを

クリアしながら進む「難しいおばけやしき」に変わりまし

た。そして最後は、年中児や未就園児親子など「みんなが

楽しいハロウィンおばけやしき」を完成させました。

第二亀戸幼稚園

みんなが楽しい

「ハロウィンおばけやしき」

取組内容

☑ 夢中になって遊び（主体的な活動）を楽しむ。

☑ 課題を解決するために、友達と考えを出し合いなが

ら、活動を進めようとする姿が増えた。

☑ 教師は、幼児が主体的に遊びを楽しむための時間や

物、場所を保障し、見守る。

取組のPOINT

取組の様子

「みんなが来てくれて楽

しかったね！」「おばけや

しき大成功！」



「少人数」「国際色豊か」という特色のある大島幼稚園

では、学年の枠を超えて幼児同士の関わりが多くもてる

ような活動を行っています。

園外に出るときに年長児と年中児が手をつないで歩く

会話を楽しみながら一緒にお弁当を食べる

全園児が一緒に遊んで、遊びのルールを共通にする

など

このような活動を通し、他学年の友達の存在を意識し、

互いに刺激を受け合いながら、一緒に遊ぶことを楽しむ

ようになっています。そして、「一緒に～しよう」と幼児同

士で誘い合って「みんなで なかよく！」「みんなで たの

しく！」遊んでいます。

大島幼稚園

みんなで なかよく！
みんなで たのしく！

取組内容

☑ 年長児と年中児のペアを決め、相手の存在を意識し

やすくする。

☑ 学級または全園児で一緒に遊ぶ機会を作り、ルール

を共通にすることで自分たちから遊び始められるよ

うにする。

☑ 一緒に遊んで楽しかったという幼児の気持ちに共感

し、またやりたいという気持ちを高める。

取組のPOINT

取組の様子
繰り返し関わりを楽しむ中で

「バナナ鬼しよう」と年中児か

ら年長児を誘って遊び始める

姿が増えています。

写真

写真

写真



６月に年長組が育てたジャガイモを収穫しました。収

穫したジャガイモをどのようにして食べるかこどもたち

で相談すると、「カレーにしたい」「ポテトがいい」などの

考えが出されました。そして、一番人気のフライドポテト

にして食べることに決まりました。年長組は、自分たちで

作って、年中組を招待したいという思いがあり、ジャガイ

モを切る調理活動やパーティーの準備に取り組みました。

自分たちで相談して作ったフライドポテトを食べること

ができたことや年中組が喜んでくれたことが満足感につ

ながりました。年中組も年長組の姿や関わりから憧れの

気持ちをもつ様子が見られました。

第三大島幼稚園
みんな、かがやく「ジャガイモパーティー」

取組内容

☑ 今までは、食べ方を教師が提示することが多かった

が、今回はジャガイモをどのようにして食べたいか、

自分たちで考えられるようにした。

☑ 自分たちで調理をしたい、年中組にも食べてほしい

と意欲をもって取り組む姿が見られた。

☑ 具体的な調理方法のイメージがもてるように、フライ

ドポテトの写真を見せ考えられるようにした。

取組のPOINT

取組の様子

自分たちで育てたジャガイ

モで作ったフライドポテト

の味は、最高でした！

写真

写真

写真



毎年夏休み前にPTA主催で行われていた「夏祭り」。コ

ロナ禍で人との接触を避けるため、ここ数年は人数制限

や時間制限をしながら行ってきました。

今年は制限もなく行うことができ、こどもも、保護者も、

そして地域の方もかがやく「夏祭り」となりました。

「ワニワニパニック」や「さかなつり」などの、ゲームの

コーナーは、保護者の係の方が中心となって進めていた

だきました。「夏祭り」の最後は、盆踊り。地域の太鼓の会

の和太鼓と、婦人会の方々の踊りで、会場を盛り上げて

くれていました。久々にこどもたちと触れ合いながら笑

顔を見ることができてよかったと、とても喜んでいただ

けました。

第五砂町幼稚園

みんなかがやく「夏祭り」

取組内容

☑ 久々の開催となるため、PTAと連携と取り、入念な打

ち合わせ。

☑ 事前に「盆踊りの会」を実施し、婦人会の方に踊りを教

えに来ていただき、こどもたちが盆踊りや婦人会の方

に親しみをもてるようにした。

☑ 当日の様子をHPで発信し、地域の中の幼稚園である

ことをアピール。その後未就園児向けの夏祭りも実施。

取組のPOINT

取組の様子
幼児
「楽しかった。またお祭り行きた
い！」
地域の皆様
「私たちも元気をもらいました」
保護者
「みんなが喜んでくれてよかった
です」



毎年、幼稚園の隣にある農園で様々な野菜を栽培し

ています。今年は「とってもあまいサツマイモを食べた

い！」と考えた年長組が話し合い、品種を調べて大切に

育ててきました。10月にはたくさんのサツマイモを収穫

することができ、どこで、誰と、どのように食べようかと

考えを出し合いました。こうして開いた「おいもパー

ティー」では、会場の飾りを協力して作ったり、招待する

年中組のこどもたちの席を準備したりして、一人一人が

主体的に取り組む姿が見られました。また年中組や教職

員を招待して、喜んでもらえるうれしさや自分たちでで

きた、という満足感を味わうことができました。

東砂幼稚園

おいしい！楽しい！ 「農園活動」

取組内容

☑ 品種で味の違いがあるのかな？幼児と一緒にタブ

レットで調べ、植えるサツマイモを決めました。

☑ 日々の世話を通して、サツマイモの生長を感じたり

天候や土の状態への関心が高まったりしました。

☑ どうやったら喜んでくれるかな？様々な意見を出し

合い、おいもパーティーを行うことができました。

取組のPOINT

取組の様子

おいもパーテイをして、

ひよこ組さんに喜んでも

らえて、よかった。

写真

写真

写真



●なでしこ幼稚園の前には北砂五丁目団地憩いの森（通

称：なでしこの森）があります。地域の環境を生かして

自然にたっぷり触れる体験を積み重ねられるように毎

月「森の日」を決めて活動をしています。

●発見！テントウムシの幼虫、セミ、バッタ、キノコ、ドン

グリ、四つ葉のクローバー、おもしろい木の枝、根等小さ

な虫や植物との出会い。

●感じる！爽やかな風、ふわふわのコケ、少しずつ秋の

色になっていく木々。

●自然の中で遊ぶとわくわくする！リレー、だるまさん

が転んだ、かくれんぼなど。

なでしこ幼稚園

自然にたっぷり触れる
～なでしこの森での活動～

取組内容

☑ 時期を逃さないように森に出かけ、幼児の気持ちに

気付き、寄り添い、幼児の言動を受け止める。

☑ 教師自身が自然の面白さを感じ、驚きや発見を幼児

と共感することを大切にする。

☑ 森で見付けたものを持ち帰り保育室に掲示したり、

興味・関心が継続するような環境や援助の工夫を行っ

たりする。

取組のPOINT

取組の様子

「●●●●」

児童生徒の感想など。

お弁当できた～！



１０月下旬、自然豊かな園庭で、年長児が栽培したサツマ

イモを収穫をしました。様々な形や重さのサツマイモを数

えると、全部で5９個！

年長児は皆で相談し、「サツマイモパーティ」を企画するこ

とにしました。幼稚園に関わる人の人数を数え、サツマイモ

が足りるのかを考えたり、チケットやパーティワゴン、装飾

等、必要なものを考えたりし、数日かけて準備をしました。

パーティ当日、年長児が受付係や案内係となり、年中児

を席へ案内したり、お茶を配ったりしました。

サツマイモの美味しさと年長児の自信や成長に、年長児

も、年中児も、未就園児も、教師もみんな笑顔になりました。

みどり幼稚園

みんな、かがやく【サツマイモパーティー】

取組内容

☑自然豊かな園庭の環境を生かし、栽培・収穫したもの

を食べる喜びを味わいました。

☑教師はファシリテーターに専念し、年長児が主体とな

り、「サツマイモパーティ」を企画・準備・運営をしました。

☑「サツマイモパーティ」の過程や学びを、保護者や地

域、未就園児にHPや学級だよりで知らせました。

取組のPOINT

取組の様子

「とっても美味しいね♪」

「年長組さんありがとう」

みんな、かがやく笑顔に


